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約
6
0
0
万
人
を
代
表
す
る

幅
広
い
職
種
の
労
組
「
米
国
主

要
労
組
7
組
織
」
が
バ
イ
デ
ン

大
統
領
宛
に
米
の
対
イ
ス
ラ
エ

ル
軍
事
支
援
「
即
時
中
止
せ
よ

！
」
と
題
し
た
書
簡
を
送
っ
た

と
の
報
道
に
接
し
、
目
を
見
は

っ
た
（
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
24

年
7
月
25
日
付
け
）。
こ
れ
は
、

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
に
攻

撃
を
続
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の

軍
事
支
援
を
直
ち
に
止
め
る
よ

う
求
め
た
も
の
で
、
「
米
国
の

軍
事
支
援
の
即
時
中
止
が
こ
の

紛
争
を
平
和
的
に
解
決
す
る
う

え
で
必
要
だ
」
と
強
調
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
書

簡
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
側
が
軍

事
攻
撃
を
継
続
す
る
姿
勢
を
示

す
な
か
で
「
こ
の
戦
争
を
終
わ

ら
せ
る
最
も
速
く
か
つ
確
か
な

方
法
は
米
国
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル

へ
の
軍
事
支
援
を
止
め
る
こ
と

だ
」
と
指
摘
。
バ
イ
デ
ン
大
統

領
に
対
し
「
決
定
的
な
行
動
を

と
る
時
は
い
ま
だ
」
と
力
強
く

迫
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

い
ま
我
々
は
、
月
1
回
第
1

週
木
曜
日
に
新
橋
駅
前
宣
伝
行

動
を
展
開
す
る
な
か
、
「
港
湾

を
兵
站
基
地
に
す
る
な
！
」
の

取
り
組
み
を
地
道
に
継
続
し
て

い
る
。
こ
の
な
か
で
一
般
の
方

々
か
ら
も
高
い
関
心
が
よ
せ
ら

れ
る
な
か
で
激
励
の
お
言
葉
も

頂
戴
す
る
な
か
、
確
実
に
我
々

の
地
道
な
取
り
組
み
が
成
果
を

上
げ
て
い
る
こ
と
を
肌
身
で
感

じ
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
港
湾
2
0
2
4

年
度
運
動
方
針
案
で
は
「
港
湾

を
兵
站
基
地
に
す
る
な
！
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
陸
・
海

・
空
・
港
湾
20
労
組
の
取
り
組

み
を
基
軸
に
各
関
係
す
る
組
織

と
の
連
携
強
化
を
謳
っ
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

い
ま
、
2
0
2
4
年
度
運
動

方
針
案
に
基
づ
き
我
々
は
陸
・

海
・
空
・
港
湾
20
労
組
運
動
を

ベ
ー
ス
と
し
た
具
体
的
取
り
組

み
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
先
述

し
た
米
国
主
要
7
労
組
の
行
動

は
大
い
に
学
ぶ
べ
き
と
き
に
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
痛
感

し
た
。

よ
っ
て
、
米
国
主
要
労
組
約

6
0
0
万
人
と
ま
で
は
い
わ
な

い
ま
で
も
、
心
あ
る
互
い
に
同

じ
信
念
・
理
念
を
も
つ
各
団
体

と
連
携
を
し
て
、
こ
の
よ
う
な

具
体
的
且
つ
社
会
的
な
行
動
に

出
る
と
き
が
来
た
と
確
信
す

る
。

つ
い
て
は
、
9
月
18
〜
19
日

に
亘
り
開
催
さ
れ
る
全
国
港
湾

第
17
回
定
期
大
会
に
於
い
て
も

仲
間
の
皆
様
か
ら
の
闊
達
な
る

ご
意
見
を
頂
戴
す
る
こ
と
に
つ

い
て
期
待
し
た
い
。

（
全
国
港
湾
委
員
長
代
行
・
日

港
労
連
委
員
長

竹
内

一
）

日
頃
全
国

港
湾
機
関
紙

を
ご
愛
読
頂

い
て
い
る
組

合
員
の
皆
様

こ
ん
に
ち

は
。
教
宣
部

員
の
外
池
で

す
。梅

雨
も
明

け
、
連
日
の

猛
暑
日
、
今

夏
は
暑
い
日
が
長
引
く
と
予
報

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
現
場
で

奮
闘
さ
れ
て
い
る
組
合
員
の
皆

さ
ま
、
ご
安
全
に
！

さ
て
、
教
宣
部
員
の
持
ち
回

り
で
、
2
0
1
7
年
5
月
（
2

9
0
号
）
で
掲
載
が
始
ま
っ
た

「
リ
レ
ー
随
筆
」
も
今
月
号
（
3

7
5
号
）
で
7
年
と
2
ヶ
月
が

経
ち
ま
し
た
。

掲
載
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
色
々
な
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
教
宣
部
全
体
の
文
章
力

を
高
め
る
こ
と
が
狙
い
の
ひ
と

つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

当
初
は
、
長
く
続
け
ら
れ
る

の
か
心
配
事
で
は
あ
り
ま
し

た
。
毎
新
年
号
で
は
「
教
宣
部

の
抱
負
」
の
掲
載
で
お
休
み
し

て
い
ま
す
が
、
毎
月
号
、
教
宣

部
員
の
努
力
と
協
力
で
途
切
れ

る
こ
と
な
く
、
こ
こ
ま
で
連
載

が
続
い
て
き
ま
し
た
。
今
は
、

連
載
が
長
き
に
亘
っ
て
続
け
ら

れ
た
ら
と
の
思
い
で

い
ま
す
。
か
と
い
っ

て
自
分
は
、
半
年
に

1
回
め
ぐ
っ
て
く
る

リ
レ
ー
随
筆
の
執
筆

に
四
苦
八
苦
し
て
い

る
有
様
で
す
。

先
日
、
暇
つ
ぶ
し

で
も
と
思
っ
て
何
か

な
い
か
な
と
探
し
た

と
こ
ろ
、
立
体
パ
ズ

ル
工
作
キ
ッ
ト
を
見

付
け
ま
し
た
。
箱
に

は
、
自
走
す
る
蒸
気

機
関
車
、
1
／
28
、

4
6
9
ピ
ー
ス
と
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。

買
い
求
め
て
早
速
、
開
封
し
中

身
を
見
て
「
ビ
ッ
ク
リ
！
」
組

み
立
て
図
解
の
説
明
書
は
全
て

英
語
で
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

組
み
立
て
に
は
難
儀
し
ま
し
た

が
、毎
日
空
き
時
間
を
利
用
し
、

没
頭
し
て
し
ま
い
、
完
成
ま
で

10
日
余
り
を
費
や
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
モ
ー
タ
ー
ラ
イ
ズ
で

前
後
に
よ
く
走
り
ま
す
よ
！

自
分
自
身
後
期
高
齢
者
に
差

し
掛
か
る
年
代
と
し
て
、
運
動

に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
ボ
ケ
防

止
、
手
先
の
機
能
維
持
に
、
こ

れ
と
言
っ
た
趣
味
の
無
い
自
分

に
は
、
宜
し
い
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
入
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。次

回
は
、
古
澤
部
員
で
す
。

乞
う
ご
期
待
。

最
終
章
の
第
12
章
は
「
付

属
協
定
」で
す
。
こ
の
章
は
、

産
別
協
定
第
1
章
か
ら
第
11

ま
で
の
賃
金
や
作
業
体
制
・

安
全
な
ど
の
各
協
定
を
補
完

す
る
詳
細
な
規
定
を
編
纂
し

て
い
る
と
照
会
し
、
前
回
は

第
57
条
の
産
別
制
度
賃
金
の

規
定
を
読
み
進
め
て
き
ま
し

た
。
同
時
に
、
日
港
協
が
、

「
産
別
最
低
賃
金
の
団
交
に

応
ず
る
こ
と
は
独
占
禁
止
法

に
抵
触
す
る
恐
れ
が
払
拭
で

き
な
い
」
と
言
い
始
め
、
中

央
労
働
委
員
会
は
こ
れ
が

「
不
当
労
働
行
為
」
と
断
じ

ま
し
た
。
こ
れ
を
不
服
と
し

た
日
港
協
は
、
中
労
委（
国
）

を
相
手
取
っ
て
「
中
労
委
の

命
令
の
取
り
消
し
」
を
求
め

東
京
地
裁
に
訴
訟
を
起
こ
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
産
別
交
渉

体
制
の
否
定
で
絶
対
に
負
け

ら
れ
な
い
と
の
全
国
港
湾
の

主
張
を
紹
介
し
ま
し
た
。
さ

て
、
先
に
進
み
、
第
58
条
の

原
文
を
紹
介
し
て
、
読
み
進

め
て
い
き
ま
す
ま
す
。

第
58
条

関
連
協
定
書
・
確

認
書
・
覚
書
等

産
別
協
定
の
各
条
項
の
関

連
で「
別
途
定
め
る
」、「
別

途
」
等
と
し
た
協
定
・
確
認

書
・
覚
書
、
な
ら
び
に
そ
の

都
度
労
使
合
意
し
締
結
し
た

協
定
書
・
確
認
書
・
覚
書
等

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
以
降
、
第
1
項
か
ら

第
12
項
ま
で
、
各
協
定
の
詳

細
な
規
定
が
整
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
身
に
ま

で
踏
み
込
ん
で
い
く
こ
と

は
、
紙
面
の
都
合
で
限
界
が

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

各
項
の
標
題
と
産
別
協
定
の

本
文
と
の
対
比
、
本
欄
で
紹

介
し
た
シ
リ
ー
ズ
ナ
ン
バ
ー

（
関
連
し
た
項
目
も
含
む
）

を
示
し
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

各
項
の
標
記
の
見
方
は
、

第
1
項
を
例
に
と
る
と
、
第

1
項
の
協
定（
表
題
）は「
作

業
基
準
協
定
」
で
、
そ
の
協

定
は
協
定
第
37
条
に
あ
た

り
、
こ
の
機
関
紙
で
取
り
扱

っ
た
の
は
シ
リ
ー
ズ
39
と
40

に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
作
業
基
準
協
定
を

再
確
認
し
た
い
方
は
、
本
編

の
第
37
条
を
確
認
し
、
そ
の

詳
細
は
、
58
条
の
第
1
項
を

読
み
、
そ
の
解
説
と
し
て
シ

リ
ー
ズ
の
39
と
40
を
参
考
に

読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ

の
内
容
が
確
認
で
き
ま
す
。

ま
た
、
解
説
の
シ
リ
ー
ズ
は

全
国
港
湾
の
Ｈ
Ｐ
で
機
関
紙

欄
を
ア
ッ
プ
し
て
該
当
す
る

欄
を
検
索
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

第
1
項

作
業
基
準
協
定
＝

協
定
第
37
条
／
本
欄
39
・
40

第
2
項

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
に
係

る
作
業
基
準
に
関
す
る
協
定

書
＝
協
定
第
38
条
／
本
欄
39

〜
40

第
3
項

全
貨
検
数
に
関
す

る
確
認
書
の
運
用
に
つ
い
て

の
覚
書
＝
協
定
第
12
条
／
本

欄
⑯

第
4
項

常
用
港
湾
労
働
者

派
遣
制
度
に
関
す
る
確
認
書

＝
協
定
第
14
条
／
本
欄
⑱
〜

⑳第
5
項

事
前
協
議
制
度
の

関
す
る
協
定
＝
協
定
第
9
条

／
本
欄
⑩
〜
⑬

第
6
項

港
湾
労
働
者
年
金

制
度
に
関
す
る
協
定
＝
協
定

第
39
条
・
40
条
／
本
欄
41
〜

43第
7
項

港
湾
労
働
者
転
職

資
金
制
度
＝
協
定
第
43
条
／

本
欄
43

第
8
項

コ
ン
テ
ナ
船
多
段

積
み
、
危
険
品
荷
役
に
関
す

る
確
認
書
＝
協
定
第
48
条
／

本
欄
48

第
9
項

危
険
品
・
有
害
物

の
夜
間
作
業
に
関
す
る
確
認

書
＝
協
定
第
49
条
／
本
欄
49

第
10
項

Ｐ
Ｎ
Ｃ
Ｂ
船
積

み
、
船
卸
し
に
お
け
る
安
全

基
準
に
関
す
る
確
認
書
＝
協

定第
50
条
／
本
欄
49

第
11
項

ス
ー
パ
ー
中
枢
港

湾
及
び
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
自
動
化
に
係
る
確
認
書

＝
協
定
第
17
条
／
本
欄
㉑
〜

㉒第
12
項

名
古
屋
港
Ｔ
Ｃ
Ｂ

に
係
る
中
央
労
使
確
認
書
＝

協
定
第
10
条
／
本
欄
㉑

第
13
項

ゲ
ー
ト
オ
ー
プ
ン

に
係
る
社
会
実
験
に
関
す
る

確
認
書
＝
協
定
第
32
条
／
本

欄
33
〜
35

第
14
項

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に

関
す
る
確
認
書
＝
協
定
第
9

条
2
項
／
本
欄
⑩
〜
⑭

以
上
ま
で
が
、
編
纂
さ
れ

た
こ
の
産
別
協
定
の
各
条
項

を
補
完
す
る
協
定
や
確
認
書

で
、
作
業
基
準
や
安
全
対
策

な
ど
、
詳
細
な
規
定
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
各
条
文
と

こ
の
付
属
協
定
と
、
併
せ
て

「
本
欄
で
の
解
説
」
を
照
ら

し
て
読
み
進
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
わ
か
り
や
す
い
と
思
い

ま
す
。

さ
て
、
協
定
書
集
の
最
後

に
、
58
条
の
15
項
（
東
日
本

大
震
災
・
福
島
第
一
原
発
事

故
に
伴
う
確
認
書
）
と
16
項

（
三
島
川
之
江
港
の
指
定
港

化
に
関
す
る
確
認
・
同
覚

書
）、
次
い
で
付
属
資
料（
石

綿
対
策
関
係
補
助
金
制
度
の

概
要
、
港
湾
年
金
制
度
に
係

る
新
規
登
録
作
業
に
関
す
る

疑
似
確
認
、
2
0
1
1
年
度

の
年
末
年
始
例
外
荷
役
に
出

勤
し
た
場
合
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
議
事
録
確
認
）
が
入

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
読

み
進
ん
で
き
て
、
紙
面
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
次
回
に
、

第
15
〜
16
項
、
付
属
資
料
を

読
み
進
め
て
い
き
ま
す
。
次

々
回
は
、
産
別
協
定
集
解
説

シ
リ
ー
ズ
の
取
り
ま
と
め
を

予
定
稿
と
し
ま
す
。
あ
と
二

回
で
す
の
で
、
引
き
続
き
お

つ
き
あ
い
く
だ
さ
い
。

「
港
湾
を
兵
站
基
地
に
す
る
な
！
」「
港
湾
労
働
者
と
戦
争
を
考
え
る
」

米
の
対
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
事
支
援
米
主
要
７
労
組「
即
時
中
止
せ
よ

！
」バ
イ
デ
ン
氏
へ
書
簡

「
港
湾
を
兵
站
基
地
に
す
る
な
！
」「
港
湾
労
働
者
と
戦
争
を
考
え
る
」

米
の
対
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
事
支
援
米
主
要
７
労
組「
即
時
中
止
せ
よ

！
」バ
イ
デ
ン
氏
へ
書
簡

こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

「ＤＩＹクラフト」

港湾産別協定●55港湾産別協定●55
第１２章付属協定

リレー随筆リ
レ
ー
随
筆

「
５
・
１５
沖
縄
平
和
行
進
」に
参
加
し
て


